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Ideas
過去、個⼈の能⼒で多くのイノベーションが
⽣まれ、近代社会が形成されてきました。し
かしこれからのネットワーク社会は、個⼈の
能⼒の制約を超え、多くの集合知によってさ
らに⼤きなイノベーションを⽣みだす「共創
社会」へと変化していくでしょう。多様性と
は多様な価値観と技能の存在であり、その違
いを尊重し理解することが新しい合意形成を
⽣み出す原点となると考えています。こうし
た多様性の潜在⼒を⾼め、社会集団の新しい
合意形成を創り出す「場」の提供と実践活動
を通じて、その知識を体系的にとらえた理論
的な研究をしています。

多様性を合意形成科学に

 今⽇、情報技術の進化の多くは、18 世紀
以降に始まった産業化・⼯業化過程における
成熟化局⾯に対する重要な駆動要素としての
役割を果たしています。⼀⽅でこうした国家
や企業の既存の社会機構にとらわれず、国境
や組織間の境界のない多くのソーシャルネッ
トワークが現出しており、新しいタイプのコ
ネクション・ルールに基づく新産業も多く⽣
み出されてきています。
 そこでは個々の知的財産権を意識すること
なく、各個⼈の知識が集合知として創造され、
また利⽤し合える「共有情報権」を基本とし
た「知識の⺠主化」が強く意識されています。
今後は新たな社会価値創造構造および分配構
造に向けてのさらに⼤きな変化が進んでいく
ことでしょう。
 われわれは歴史が作り上げてきた多くの

「知識資産」と新たな「知の創造活動」が、
今後の知識社会を構成するもっとも重要な研
究の側⾯ととらえ、GLOCOM の中⼼的関⼼
領域として取り組んでいます。

【共進社会】とは
多様な⼈々の対話により新しい社会的価値を発⾒し、
深い理解と合意形成を経た実践のための出会いを通して、
共に進化を⽬指して⾏動していく社会。

⼤学付設の学究的研究機関や企業・官庁に付
随する⺠間シンクタンクと異なり、学術的研
究と社会との実践活動をあわせもつ研究機関
として、より社会と密着した実質的な研究を
指向しています。成熟した産業社会との接点
と、これから発現するであろう情報社会の先
駆け的接点との⾮連続な関係性を認識したう
えで、情報通信技術が果たす役割をさまざま
な側⾯から研究し、実践しています。

すべては
Social Valueのために

新たな近代化としての情報社会は、知識や知
の流通が社会原理として⼤きく作⽤する社会
です。さらに情報通信技術が⽣み出したソー
シャルネットワーク環境の下で「⼈と⼈」、「⼈
とモノ」、そして「モノとモノ」までが⾃在に
繋がり、境界を超えた新しいコネクションや
コラボレーションが次々と⾏われるようにな
りました。こうしたネットワーク社会での共
有化された知識や情報を体系的にとらえて、
理論的な研究を構築しています。

情報社会を科学する

2 3
写真：(c) TTH/a.collectionRF /amanaimages

co-empathy
dededededeedeedeedeeeeeedeersrsrsrsrsrsrrsrsrsrsrsrsrsrsrsrsrsrsrssrsstatatatatatatattatatatatatattatatataandndndndndndndndnndndndndndndndndndddinininninininininininiiininnnng g g g g g g gg gg gg gg g gggg g& & & &&&& & && & & & & & & & && &&&& & &CoCoCoCoCoCoCoCoCoCoCoCoCoCoCCoCoCoCCoCCConsnsnsnsnsnsnnsnsnsnsnnsnsnnsnssnssseneneneneneneneeneeneneneneneenensusususususususususususususussssusususuuussssssssssssssssssss

UnUnUUnUnUnUnUnUnUnUUnUnUnUndedededededededededededdeddedededededededeedede

co-evolution

PrPrPrPPrPrPrPrPrPrPrPrPrPrPrPPrPracacacacacacacacacacacacacacacacacaaacacacctitititititititititititititititititittitiittticecececececeeccececececececececececececececece&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&TTTTTTTTTTTTTTTTTrararararararararararararaarararaaaaaararaansnsnsnsnsnsnsnsnsnsnsnsnnsnsnsnsnsnssssnsfofofofofofofofofofoffofofoffofofofoofofofofoormrmrmrmrmrmrrmrmrrrmrmrmrmrmrmrmrmmmmrmrmmatatatatatatatatatatatataatatatatatata ioioioiioioioioioioioioioioioioioiooiooionnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

PPPPPPPPPPPPP

co-creation
eeeeeeeeeeeeeeeerrrrrrrrrrrrrrrrrrsssssssssssssssssssssssssiiiiiiiiiiiiiiiiittttttttttttttttttyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy  &&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&& IIIIIIIIIIIIIInnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnoooooooooooooooooooooooovvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaatttttttttttttttttttttiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiooooooooooooooooooooooooooonnnnnnnnnnnnnnnnn

DDDDDDDDDDDDDDiiiiiiiiiiiiiivvvvvvvvvvvvvveeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeer



4 5

GLOCOMの活動プロジェクト
受託研究プロジェクト
企業受託調査・研究
官公庁受託調査・研究
※具体的なテーマ・実績を本誌 7 ⾴にご紹介しています。
 
共同研究プロジェクト
GLOCOM 中国戦略研究会（GLOCOM China Strategy Forum）
習近平政権第 2 期に焦点を合わせた、企業の新たな中国戦略構想を⽬指す共同研究プログラム
⽇中の専⾨家を招き、マクロの視点から中国の本質をとらえ、異業種メンバーによる⽇本企業の新
たな戦略基軸の検討を⾏った第 1 シリーズ（2015 年度開催）に続き、在中⽇系企業幹部を対象とし
た上海フォーラムを開催予定

Innovation Nippon プロジェクト（GLOCOM x Google）
⽇本における ICT イノベーションの振興・推進を⽬的とした政策研究・提⾔活動、啓発イベントの
開催等を⾏うプロジェクト（http://www.innovation-nippon.jp/）

⾼齢化社会研究
⾼齢者⼈⼝が急増する中、認知症の⼈々の⽣活を取り巻く社会やアクティブシニアの社会参加、地
⽅と都市など、さまざまな⾓度から⾼齢化社会の問題・課題に取り組む実践研究

ブロックチェーン経済研究ラボ
ブロックチェーンの社会実装が、経済・社会の諸側⾯にどのような影響を与えうるかを研究するた
め、広く知⾒を収集・発信し、ブロックチェーンが経済や社会全体のアウトプットに与える影響を
探るラボ活動

ゲーム産業研究会
1 兆円以上の巨⼤な市場規模を形成し、さらに成⻑を続けるゲームを、産業としてとらえたうえで、
産官学を交えた実践的な産業研究を⾏う研究会

北欧社会研究
草の根⺠主主義、議論とコンセンサス形成を重視する教育システム、知識経済をリードするデザイ
ン思考とイノベーション、政府及び⺠間による I T の先進的利⽤、柔軟で安全性の⾼い労働政策や社
会保障など、北欧研究を通じ⽇本の未来を考える

創造性教育研究
産業が AI に吸収されていく中で、ICT の⾰新を前提としつつ、創発的に活かす事が可能な知的⽣産
性向上の⽅法を探る企業⼈創造性教育研究

クラウドビジネス研究会
⽇本のホスティング、データセンター、クラウド等のサーバー関連ビジネスのサービス実態と今後
の展開に関する調査研究を⾏う会員型研究会

GLOCOM View of The World 実践活動
激変するグローバル環境下の社会における多様な課題を、GLOCOM 独⾃の視点で取り上げ、問題解
決に向けて共進するための実践の場として、プログラムやイベントを実施する
GLOCOM 企業内セミナー
GLOCOM 研究ワークショップ
GLOCOM シンポジウム
GLOCOM 公開コロキウム

外部の先端的活動との連携
オープン・ナレッジ・ファウンデーション・ジャパン

（OKFJ:Open Knowledge Foundation Japan）
オープンデータの振興を⽬的とした政策提⾔、情報発信、イベント開催、国際連携等を⾏う組織
認知症フレンドリージャパン・イニシアチブ

（DFJI：Dementia Friendly Japan Initiative）
企業・⾃治体・NPO などのセクターを超えて、認知症の課題を起点に未来を考え、アクションを起
こしていくネットワーク
⼀般社団法⼈インターネットユーザー協会

（MIAU：Movements for the Internet Active Users)
インターネットにかかわる政策にインターネットユーザーの声を届ける政策アドボカシー団体
クリエイティブ・コモンズ・ジャパン

（CCJP：Creative Commons Japan）
コンテンツの共有、流通、再利⽤促進のためのクリエイティブ・コモンズ・ライセンスを提供する
プロジェクト
情報通信政策研究会議

（ICPC：Information and Communications Policy Conference）
情報通信にかかわる産官学の政策論議・研究のための団体
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Breakthroughs

・情報社会構成原理の研究
・オープンデータ、ビッグデータ等の情報活用研究
・教育情報化、オープンエデュケーション等の研究
・北欧成熟社会の研究
・ICT技術を使ったエネルギー、農業、製造業等における新産業研究
・レジリエンスケイパビリティ要件の研究
・新中国戦略研究
・ソーシャルメディア・コンテンツ産業研究

情報社会研究

・イノベーション行動科学
・ゲーム、デザイン等のインタラクション研究
・共創のための集合知創出メカニズムの研究
・ネットワークにおける合意形成科学
・プラットフォーム・ビジネスモデル研究

プラットフォーム研究

・情報通信政策研究
・著作権、アクセス権、利用権等の情報権研究
・知識経営、リーダーシップ等の知識社会に必要な要素研究

要素的情報通信研究



グローバル時代の新国際秩序と“70億新市場”戦略研究
■情報社会における新国際秩序の要素別研究・調査
・フェアユースの経済効果分析に関する調査研究
・ネットワーク中⽴性に関する各国⽐較調査
・情報通信産業における創発的新秩序に関する調査研究
・サイバーセキュリティ技術標準化のガバナンスに関する海外動向調査・研究
・インターネット・ガバナンスを中⼼としたIT社会における統治の変容に関する

調査研究
・アジアにおけるデジタルデバイドの現状と課題に関する調査研究
・アジア・太平洋諸国の情報通信政策および情報通信産業の動向に関する調査
■情報社会における規制や制度に関する研究・調査
・情報社会における知的財産に関する調査・研究

・著作権制度とクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの運⽤に関する⽇・英⽐
較研究

・メディアの多様性確保のための制度動向に関する国際⽐較調査・研究
・電⼦ゲームに関する政策動向および市場環境分析
・情報セキュリティ政策および技術に関する海外動向調査
・情報セキュリティの社会的影響に関する欧州調査
■ビジネス戦略研究
・グローバル時代における企業の新中国戦略研究（中国戦略研究会）
・3Dプリティングの市場性と今後の展開可能性に関する調査
・ネットワークシェアリング導⼊に伴う経済的影響に関する調査・研究
・ビジネスプロデューサー⾏動科学に関する調査・研究

社会的活動・事業の実績
・著作権を考えるウェブサイト「COLABORA 」（Copyright Laboratory ）

の企画運営
・⽇アセアン情報セキュリティ・ワークショップの開催⽀援
・地域におけるICTの利活⽤モデル構築事業（地域教育情報基盤の構築）の業務

⽀援
・学校ホームページコンテスト「J-KIDS 」の企画運営・実証実験
・「ヘルステックの情報社会論」研究会の企画運営
・公共データ活⽤推進委員会の運営事業

・沖縄県IT産業センター（下層）設⽴推進事業
・沖縄県アジア経済戦略推進事業
・データ駆動型イノベーション創出⽀援のためのデータエクスチェンジプラット

フォーム構築事業（経済産業省）
・東⽇本⼤震災被災地学校におけるスクールカウンセラー派遣事業（⽂部科学省）
・認知症の⼈にやさしいまちづくりの推進に関する調査研究事業（厚⽣労働省）
・知的財産権侵害対策強化事業（経済産業省） 
                               ほか多数
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研究・活動等実績
テクノロジー駆動型社会の社会経済研究
■⾰新的テクノロジーに関する研究・調査
・AI（⼈⼯知能）・IoTで変化する社会システムに関する研究
・ブロックチェーン技術の応⽤可能性に関する調査研究
・地域社会でのブロックチェーン技術活⽤の可能性研究
・AR（拡張現実）の普及と課題に関する調査研究
■ビッグデータ・オープンデータに関する研究・調査
・データドリブンな感性情報処理研究（感性ビッグデータ研究）
・ビッグデータにおけるテキスト分析
・⼈・組織・システムによる未成年者保護のためのリスク軽減研究
・ICT機器ログを⽤いたイベント検知に関する実証的研究
・各種ビッグデータ利活⽤の海外事例調査
・データ活⽤によるスマートシティの進化研究
・オープンデータ利活⽤の普及促進とその取り組み評価に関する調査・研究
・オープンデータ利活⽤と⺠間先進事例・公共団体の取り組み推進に関する海外

調査 
・オープンデータ・ライセンシングに関する海外⽐較調査
■電⼦⾏政・公共政策に関する研究・調査
・共働型の電⼦政府構築⼿法に関する調査・研究
・諸外国における共通番号制度の現状等に関する調査・研究
・国⺠ID制度の⽬的・理念・あるべき⽅向性に関する調査・研究
・諸外国における電⼦調達に関する国際⽐較調査・研究
・「公」の政策に絡めた「⺠」のサービスの付加価値市場研究
■ネットワーク・コミュニケーションに関する研究・調査
・ネット上の情報共有・情報発信がもたらす経済効果の実証的研究
・オウンドメディアのビジネス貢献効果研究
・⼦どものスマートフォン利⽤実態調査
・ソーシャルゲーム・ユーザーの志向調査
・ネットワーク技術が促進する新しいグループ形成のあり⽅に関する調査研究
・若者の友⼈関係と携帯電話・インターネットに関する調査分析

永島 晃
⼭⼝ 浩
客員研究員

秋⼭ 進
阿久津 博康
猪狩 典⼦
池⽥ 純⼀
池上 三六
井出 明
稲葉 秀司

井上 明⼈
井庭 崇
伊原⽊ 正裕
上松 恵理⼦
梅村 ⾹織
岡⽥ 誠
折⽥ 明⼦
上村 圭介
加茂 具樹
河野 禎之

中島 洋
野村 恭彦
Adam Peake
村上 憲郎
渡辺 智暁

庄野 次郎

安藤 久美⼦
⼩島 安紀⼦

菊地 史彦
楠 正憲
境 真良
佐藤 陽
佐藤 壮紀
鈴⽊ 淳弘
鈴⽊ 健
鈴⽊ 謙介
住友 幸司
⾼原 基彰

福⽥ 知美
宮﨑 裕⼦
業務ディレクター
⾕本 進
徳⼭ 豊
客員教授
宇治 則孝
城所 岩⽣
関⼝ 和⼀
福冨 忠和

⽥中 恵⼦
徳⽥ 雄⼈
⻄⽥ 亮介
⼋⽥ 真⾏
服部 篤⼦
林 雅之
原⽥ 泉
七邊 信重
⽇向 和泉
福島 直央

藤本 正代
前⽥ 充浩
前村 昌紀
牧⼭ ⽂彦
松原 和之
松宮 広和
松本 博幸
森⽥ 沙保⾥
安岡 美佳
遊間 和⼦

湯川 抗
渡辺 弘美
Heather A. Hopkins
Tuukka Toivonen
名誉フェロー

久保 勲
⾼橋 徹
藤原（奥野）正寛
村井 純
渡邉 昭夫

フェロー
浅⽻ 登志也
⽯井 裕
尾野 徹
梶原 保
加藤 幹之
河東 哲夫
川邊 健太郎
佐々⽊ 孝明
島⽥ 範正

⽥中邦裕
⾕⼝ 智彦
津⽥ ⼤介
中村 伊知哉
浜村 寿紀
藤⾕ 護⼈
藤原 洋
古瀬 幸広
程 近智
村⽥ 真

⼭崎 富美
湧⼝ 清隆
吉村 伸
Chen Han Long Dominick
Robert Atkinson
Ian Brown
Kenneth R.Carter
Anders Comstedt
David R. Conrad
Kenneth Neil Cukier

David J. Farber
Charles Firestone
Martin Fransman
⾼ 選圭
ANG Peng Hwa 
David S. Isenberg
David Kahaner
J. Scott Marcus
Christopher Marsden
Elliot Maxwell

Michael R. Nelson
Andrew M. Odlyzko
Howard Rheingold
Kevin Werbach
Ernest J. Wilson Ⅲ
Christopher S. Yoo

上席客員研究員
⻤⽊ 甫
⽊村 忠正
⼩池 良次
國領 ⼆郎
実積 寿也
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Platform

   ⾃由で中⽴的な共創の場：
   情報技術の⽣み出す⼤きな社会変化に伴う諸問題に対し、産業界・政官界・
   学界・⺠間からの多様・多岐にわたる参加者とともに知を創出する場の提供

国際的な共創の場：
欧州・⽶国・アジア・中国各地域に客員研究員を配し、
海外研究⽔準の早期把握や国際⽐較研究を⾏うことのできる場の連携

Community

      GLOCOM Network Systems：
      事業管理・研究資産管理・クライアント資産管理

   GLOCOM Platform：
   海外情報発信サイト

Webベース・オープンリサーチ・プラットフォーム（予定）：
GLOCOM コミュニティを活⽤した先端的研究ネットワーク

Systems

   研究員：
   GLOCOM 専任・併任研究員
   国内外の客員研究員、フェロー

i-Platform（バックヤードサポート）：
プロジェクト・コーディネーター
プロジェクト企画・マーケティングスタッフ
事業管理スタッフ
出版・編集スタッフ

Resources

（2016年8⽉1⽇現在）

特別主幹研究員

i-Platform(i-PF)

知識創造社会におけるソリューション研究
■⾼齢化社会研究・調査
・⾼齢化社会の課題と新サービスの発⾒に関する研究
・⾼齢者等の情報⾏動に関する分析調査・研究
・認知症の⼈にやさしい地域づくり評価指標作成
・アクティブシニア世代の社会参画に関する研究
■成熟型社会先進国としての北欧研究・調査
・北欧におけるイノベーション教育・創造性教育の研究
・北欧の社会保障・IT政策、官⺠共働の実態調査
■地域社会・地域情報化に関する研究・調査
・地域情報化促進のための実態調査
・藤沢サスティナブル・スマート・タウンコミュニティ評価指標基礎研究
・環境情報・写真データを⽤いたコミュニティ活性化⽀援に関する共同研究
・ソーシャルネットワーキングサービスによる地域活性化の現状と課題に関する

調査研究
・地⽅のIT産業振興に関する国際⽐較調査・分析
■教育分野におけるICTの利活⽤等に関する研究・調査
・学習者中⼼主義の1⼈1台情報環境の実践調査
・学校の総合マネジメント⼒の強化に関する調査研究
・学校の第三者評価の評価⼿法等に関する調査研究
・教育情報化に関する現場ニーズおよび動向調査
■社会イノベーションに関するプラットフォーム研究
・社会イノベーションに関する⾏動・プロセス研究
・情報通信技術がもたらす情報社会の創造性とイノベーションに関する調査研究
・対話型集合知と合意形成⼿法に関する研究
・被災直後および危機対応過程におけるソーシャルネットワーキングサービスの

研究


